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体育祭開催　テーマ「獅子奮迅～前髪は捨てろ。青春と勝利を掴み取れ！～」 
　７月１１日（木）・１２日（金）にかけて、体育祭が開催されました。前日は雨が降ったりやんだりと、天候が不安定でしたが、競技種目の
変更もなく、すべて予定通りに競技を行うことができました。体育館で行われた開会式では、３年生によるクラスTシャツや応援旗の紹介

等で盛り上がりました。体育祭実行委員がステージに上がり、大きな声のもと準備体操を行い、競技がスタートしました。今年は新たな 
取り組みとして、縦割りの応援合戦が行われました。障害物競走では仮装して激走する生徒もいました。また、エキシビションマッチとして

３年生優勝チームと有志の教員チームによるバスケットボール、バレーボールの試合も組まれ、会場は大変な盛り上がりを見せました。閉

会式では教頭先生による講評、総合順位発表を行い、最後は全校生徒で大きな輪を作り、校歌を全員で歌い上げました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挑戦の年　　　 　 　 　 体育祭実行委員長　 ３年　 森田旭飛さん 
　まず始めに伝えたいことは、準備期間から本番当日まで、多くの生徒や先生
方に支えられてきたことに深く感謝いたします。 
準備段階では計画通りに進まず、ギリギリの状態で進行しました。部活やテストと

の両立で不安もありましたが、実行委員同士の団結とリーダーたちの積極的な取

り組みで、最終的には計画通りに体育祭を開催できました。 
　 当日は雨予報を覆し、プログラム通りに進行することができました。今年は競

技やルールの変更があり「挑戦の年」でしたが、新しく導入した応援合戦制度が

成功し、全学年が全力で応援に取り組んでくれました。リレーではどのクラスも最

後まで全力を尽くし、その姿に感動しました。私のクラスが総合優勝を勝ち取った

瞬間は、一番の思い出となりました。 
　 もちろん、いくつかのトラブルや予期せぬ出来事もありましたが、それらを乗り越

えたのは実行委員と伊藤先生のおかげです。リーダーを務める経験を通じて、多

くを学び、自分自身の成長にも繋がりました。これからもこの貴重な経験を活か

し、さらなる挑戦を続けていきたいと思います。改めて、応援とご協力をしてくださ

った皆さん、本当にありがとうございました。 
 

 夏休み前 全校集会 
　 ７月２２日（月）夏休み前の全校集会が行われ

ました。賞状伝達式のあと、ALTのサミア・ナジー

ア先生の離任式が行われました。サミア先生は約

２年間本校にお勤めになり、生徒には生の英語や

教科書では分からないネイティブならではの感覚

や経験を教えていただきました。 
　 その後の岩井校長からの講話では、辻秀一氏

の著書『スラムダンク勝利学』から次の一節を紹

介がありました。「漠然とした結果だけを追い求め

ていくのではなく、勝利を手にするために必要な、

それに相応しい自らの変化をいつも求めているの

です。（中略）変化の集大成が結果につながると

いうことを理解しなければいけません」と。 
　 今夏は先ずは目標を立てて、今何をすべきか

を考え、自分の変化を見つめながら努力してほし

いという思いを述べられていました。



 
 
 
 

天文地学部 
　 ７ 月 １ ４ 日

（日）、天文地学

部が学都「仙台・

宮城」サイエンス

ディ2024に参加

してきました。こ

れは科学や技術

のプロセスを、子

どもから大人まで

五感で感じられ

る場として、2007年から毎年開催している

体験型・対話型の科学イベントです。天文

地学部は「作ってみよう!自分だけの宇宙」

という企画で出展し、宇宙をモチーフとした

レジン工作やしおり作りを通し、多くの来場

者の関心を集めました。結果、主催者から

「」科学の花咲く」賞と「KDDIおもしろいほう

の未来賞を受賞しました。関連イベントとし

て７月２８日（日）の午後からララガーデン

長町でも同じ内容で出展します。

食堂紹介 
　 写真下は昼休みの食堂の風景です。券売機や提供口

には毎日長蛇の列ができます。人気の日替わり定食やラー

メン、カレー等のほか、パンや唐揚げ、ポテト、ドーナツ等の

軽食や丼類のテイクアウトもあります。体育祭や文化祭の期

間中には、フランクフルトやかき氷等も販売され、いつも食

堂には笑い声が絶えず、活気に満ちています。以下、仙高

生や教職員の胃袋を支える食堂の方々に、インタビューを

実施しました。 
Ｑ１営業中こころがけていることは何かありますか？ 
Ａ１生徒への挨拶と積極的な声がけです。 
Ｑ２仙高生の印象を教えてください。 
Ａ２とても穏やかで優しい生徒さんが多い印象です。時折、

注文を間違えても「大丈夫ですよ！」と許してくれます。 
Ｑ３うれしく感じるときは？ 
Ａ３やはり美味しいと言ってもらえた時は、とてもうれしく感じ

ますし、やりがいも感じます。 
Ｑ４仙高生へ向けてメッセージをお願いします。 
Ａ４物価高騰で本当に大変ですけど、なるべく安くて、美味

しいものを提供できるように努力したいと思いますので、是

非食べに来て下さい。お待ちしてます！ 
 
 
 
 

「自分視点、他人視点」　　 教諭　 和歌山　 広希 
　 いつの間にか暑い夏がやってきました。「寒い寒い」と震えていた４月や

５月に比べたら，そんな凍えていた日々を忘れるほどのうだるような暑さ

です。ご高覧いただいている皆様，どうぞご自愛ください。 
私は，４月に新規採用されて仙高に来るまで，特別支援教育に携わ

っていました。過日行われた体育祭でも，今まで見てきた生徒とはまった

く違うことを改めて実感しました。ですが，変わらないこともあります。例え

ば「普段は不真面目で行事ばかり気合をいれる人」がいたとすれば，周り

からの印象はどうなるでしょうか。「普段から真剣にやる人」が信頼される

のは明白だと思います。でも，意外と「そんなの当たり前でしょ」という一般

常識と「実際の自分」をリンクして考えられる人は，我々大人でも多くない

と思います。私が関わってきた子たちは，そういった「他者からの視点」と

いうものをイメージすることが非常に難しい場合が多かったです。だからこ

そ「相手の立場で考える」「自分がされたらどう思う」といった学習を積み

重ねることで改善を図っていきます。皆様はこれを「高校教育とは無縁の

物」とか「特別支援特有の指導」だ

と思いますか？ 
　 新型コロナもあり，他者との関り

が希薄になりがちだった今の生徒

たちに対して，今一度「他者との関

り」を通し，仙高生として「社会に愛

される人間」に育ってほしいと切に

願っております。 

教育実習生研究授業 
　 ６月１８日（火）から７月８日（月）までの

約３週間、教育実習が行われました。今

年は４名の実習生が大学で学んだ教育に

関する知識や技術を、実際の教育の現場

で、直接肌で感じながら、実習を積む姿が

見られました。授業はもちろんのこと、部活

動や学校行事等にも積極的に参加してい

ました。▼写真は研究授業のスナップで

す。ICT機器を用いた「公共」の授業で、参

観した多くの教員から指導助言を受け、実

りのあるものとなりました。

部活動結果報告 

陸上競技部 
宮城県陸上競技選手権大会兼  

 国体県予選会女子やり投げ
２年大泉凜さん　第４位　 
※東北総体（ミニ国民スポーツ

 大会）の出場権を獲得

美術部 
第７４回仙台市内高等学校美術
展２年相原友依さんポスター賞

ケアブレンドカフェｉｎ仙台高校 
　 ８月４日（日）１３：３０から本校生徒のボランテ

ィア活動推進の一つとしてNPO法人ケアブレンド

と協力し、「子どもの居場所作りボランティア活

動」を本校で開催します。NPO法人ケアブレンド

は地域のコミュニティ作りを行っているNPO法人

で、教育委員会の後援の元、学校や市民センタ

ー等を会場として様々イベントを行っています。

　 お問い合わせ：０９０－１１０６－７１８８

〒 981-8502 仙台市青葉区国見 6-52-1　 担当:主幹教諭 阿部頼人 
Tel 022-271-4471　 URLhttp://www.sendai-c.ed.jp/~sendaihs/　  
『仙高の風』バックナンバーはホームページからもご覧いただけます。


